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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第31期

第３四半期連結
累計期間

第31期
第３四半期連結
会計期間

第30期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成20年
　　10月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (千円) 27,000,9129,373,19034,806,952

経常利益 (千円) 882,183 471,1231,180,732

四半期(当期)純利益 (千円) 377,432 249,543 644,076

純資産額 (千円) ― 4,777,9244,839,027

総資産額 (千円) ― 13,537,28011,714,206

１株当たり純資産額 (円) ― 446.57 446.69

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 34.89 23.13 70.76

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 35.30 41.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 709,080 ― 1,098,989

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △2,144,472 ― △813,296

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 878,544 ― 272,575

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 1,089,9171,646,765

従業員数 (名) ― 759 749

(注)１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社については異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 759　[1,618]

(注) １　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

３　臨時従業員は、嘱託・契約社員、パートタイマーおよびアルバイトの従業員であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 750　[1,617]

(注) １　従業員数は、当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員であります。

３　臨時従業員は、嘱託・契約社員、パートタイマーおよびアルバイトの従業員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

小売事業 6,027,742

弁当給食事業 1,671,066

宅配事業 1,511,618

旅館事業 157,886

その他事業 4,876

合計 9,373,190

(注) １　セグメント間の取引は、相殺消去しております。

２　総販売実績に対する割合が、100分の10以上に該当する販売先はありません。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 仕入実績

当第３四半期連結会計期間における仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 仕入高(千円)

小売事業 4,893,205

弁当給食事業 798,342

宅配事業 800,473

旅館事業 46,873

その他事業 －

合計 6,538,894

(注) １　セグメント間の取引は、相殺消去しております。

２　金額は、仕入価格によっております。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

本文の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な金融危機に端を発した景気後退から、企

業収益の大幅な減少に伴う雇用情勢の悪化などにより、急激な勢いで需要が縮小し低調に推移いたし

ました。 

　食品業界におきましては、消費者の倹約志向が高まり、個人消費が冷え込む一方、食の安全・安心に対

する関心の強さは増しており、経営環境としては、一層厳しい状況にあります。 

　このような状況の中、当社グループは、「より良いものを、より安く」の経営理念のもと、安全・安心

な商品を提供するための管理体制の強化、ローコストオペレーションを推進して安価な商品の提供に

努め、収益の維持を図ってまいりました。 

　その結果、当社グループの売上高は、93億73百万円となり、営業利益は４億56百万円、経常利益は４億

71百万円となりました。また、当第３四半期連結会計期間において、固定資産の減損に係る会計基準に

基づき、不採算店舗について、固定資産等の減損処理を実施し、33百万円の特別損失を計上したことに

より、四半期純利益は２億49百万円となりました。 

　当社グループの事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①　小売事業 

小売事業につきましては、12月に、食品部門ごとに別棟だった「チャレンジャー燕三条店」（新潟県

燕市）を１棟に集約し、ゆったりとした店舗でお客様の買い物の利便性を向上させ、リニューアルオー

プンいたしました。また、本年度６月にオープンした「チャレンジャーＥ・ＰＬＡＺＡ店」（新潟県長

岡市）は、客数、客単価ともに当初の収益計画を大幅に下回ったため、11月に「業務スーパー」へ業態

変更し、収益の改善に努めてまいりました。しかしながら、当第３四半期連結会計期間において、収益改

善が困難であると判断し、固定資産等の減損処理を実施いたしました。

また、食品の鮮度に対する徹底管理として、「チャレンジャー」全店舗において、品質管理パトロー

ル員を配置し、お客様の視点を想定して店内の食品の鮮度状態のチェックを実施し、常時鮮度状態の良

い店舗作りに努めてまいりました。

その結果、売上高は60億27百万円、営業利益は２億40百万円となりました。

②　弁当給食事業 

弁当給食事業につきましては、製造業を中心とした相次ぐ減産、事業規模の縮小等の影響により、事

業所向け宅配弁当の受注が減少しました。また、衛生管理および品質管理については強化を続けるとと

もに、原材料価格高騰および光熱費等の製造コスト増加を受け、販売価格への転嫁も継続してまいりま

した。

その結果、売上高は16億71百万円、営業利益は１億21百万円となりました。

③　宅配事業 

宅配事業につきましては、引き続き北海道地区における営業活動が順調に推移し、新規顧客の拡大お

よび既存客の継続に繋がりました。また、同地区における営業効率を更に向上させるため、12月末を

もって千歳営業所を閉鎖いたしました。

商品管理につきましては、特に加工場での青果類の欠品、品質劣化などについて管理要員を増強する

とともに、社員教育にも注力してまいりました。

その結果、売上高は15億11百万円、営業利益は１億56百万円となりました。

④　旅館事業 

旅館事業につきましては、ガソリン価格が落ち着きを見せたことにより、県内外の遠距離客が増加

し、緩やかな回復基調となりました。冬季限定プランや忘年会プランなどに工夫を凝らし、競合店との

差別化およびリピーター客確保のために、販売促進に努めてまいりました。

その結果、売上高は１億57百万円、営業利益は12百万円となりました。

⑤　その他事業 

第２四半期連結会計期間において、連結子会社（㈱サンキューオールジャパン）が不動産賃貸事業

を開始したことに伴い、事業の種類別セグメントに「その他事業」として区分しております。当第３四

半期連結会計期間における売上高は４百万円、営業利益は0.9百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

①　資産 

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ４百万円減少し、42億25百万円となりました。これは、現金及び

預金が５億69百万円減少しましたが、商品が２億12百万円、流動資産のその他が３億53百万円それぞれ

増加したことなどによります。 

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ18億27百万円増加し、93億11百万円となりました。これは、有形

固定資産が８億９百万円、投資その他の資産のその他に含めております投資有価証券が５億４百万円、

および差入保証金が４億72百万円それぞれ増加したことなどによります。 

　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ18億23百万円増加し、135億37百万円となりました。

②　負債 

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ14億59百万円増加し、58億22百万円となりました。これは、短期

借入金が８億88百万円、買掛金が７億11百万円それぞれ増加したことなどによります。 

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ４億25百万円増加し、29億37百万円となりました。これは、長期

借入金が３億93百万円増加したことなどによります。 

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ18億84百万円増加し、87億59百万円となりました。 

③　純資産 

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ61百万円減少し、47億77百万円となりました。これは、利益剰

余金が41百万円増加しましたが、自己株式の取得により69百万円減少したことなどによります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、４億51百万円

増加し、10億89百万円となりました。 

①　営業活動によるキャッシュ・フロー 

　税金等調整前四半期純利益は４億34百万円および仕入債務の増加額が８億77百万円となりましたが、

法人税等の支払額が２億50百万円となったことなどにより、営業活動により取得した資金は８億62百

万円となりました。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー 

　保険積立金の解約による収入が１億36百万円となりましたが、有形固定資産の取得による支出が２億

16百万円および敷金及び保証金の差入による支出が２億84百万円となり、投資活動により支出した資

金は３億54百万円となりました。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー 

　短期借入金の増加額が３億50百万円となりましたが、長期借入金の返済による支出が２億18百万円お

よび配当金の支払額が１億18百万円となったことなどにより、財務活動により支出した資金は56百万

円となりました。

　

(4) 事業上および財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要

な変更および新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間において、特記すべき事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

１ 主要な設備の状況

（1）主要な設備の新設等

当第３四半期連結会計期間に完了した主な設備の新設等は、以下のとおりであります。

事業所名

（所在地）

事業の種類

別セグンメ

ントの名称

設備の

内容

帳簿価額(千円) 完成後の

年間売上

見込み額

従業員数

（名）建物及び

構築物

機械装置

及び運搬具
その他 合計

チャレンジャー事業部

業務スーパー小名浜店

（福島県いわき市）

小売事業 店舗新設 20,002 － 5,673 25,675
年商

３億円
－

チャレンジャー事業部

チャレンジャー燕三条店

（新潟県燕市）

小売事業 店舗改築 74,755 － 130,002204,757
既存店の

改築
31

チャレンジャー事業部

業務スーパー連取店

（群馬県伊勢崎市）

小売事業 店舗新設 11,619 － 6,527 18,146
年商

3.2億円
１

（注）１　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　帳簿価額のうち「その他」は、工具器具備品、敷金および差入保証金の合計であります。

　

（2）主要な設備の除却等

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備の除却等はありません。

　

２ 設備の新設、除却等の計画

（1）重要な設備計画の変更等

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末までに計画中であった重要な設

備の新設、除却等について重要な変更はありません。

　

（2）重要な設備計画の完了

第２四半期連結会計期間末までに計画していた設備計画のうち、当第３四半期連結会計期間に完

了したものは、次のとおりであります。

事業所名

（所在地）

事業の種類別

セグンメント

の名称

設備の内容 投資額(千円) 完了年月
完成後の年間

売上見込み額

チャレンジャー事業部

業務スーパー小名浜店

（福島県いわき市）

小売事業 店舗新設 25,675平成20年11月 年商３億円

チャレンジャー事業部

チャレンジャー燕三条店

（新潟県燕市）

小売事業 店舗改築 204,757平成20年12月 既存店の改築

チャレンジャー事業部

業務スーパー連取店

（群馬県伊勢崎市）

小売事業 店舗新設 18,146平成20年12月 年商3.2億円

（注）１　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　上記の金額には、リース契約による設備投資額（業務スーパー小名浜店　18,699千円、チャレンジャー燕三条店

　664,893千円、業務スーパー連取店　6,732千円）は含まれておりません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 35,740,000

計 35,740,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,833,00010,833,000
ジャスダック
証券取引所

（注）

計 10,833,00010,833,000― ―

（注）平成20年12月22日開催の取締役会において、平成21年２月１日を効力発生日として当社単元株式数を

1,000株から100株に変更する決議をしております。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年12月31日 － 10,833,000 － 801,710 － 354,553

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年９月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　10,832,000 10,832 ―

単元未満株式 普通株式　　 　1,000 ― ―

発行済株式総数 普通株式　10,833,000 ― ―

総株主の議決権 ― 10,832 ―

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 680 740 750 790 690 660 550 559 550

最低(円) 375 590 650 660 631 550 389 415 485

(注)　株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)および当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日

まで)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,226,804 1,796,243

売掛金 1,004,953 1,002,457

商品 1,126,147 913,974

原材料 119,927 104,796

その他 787,393 433,890

貸倒引当金 △39,921 △21,670

流動資産合計 4,225,304 4,229,691

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 3,425,852

※
 3,075,119

土地 2,902,850 2,593,522

その他（純額） ※
 332,802

※
 183,648

有形固定資産合計 6,661,506 5,852,290

無形固定資産

のれん 3,144 6,241

その他 226,531 212,566

無形固定資産合計 229,675 218,808

投資その他の資産

その他 2,424,585 1,443,958

貸倒引当金 △3,791 △30,542

投資その他の資産合計 2,420,794 1,413,415

固定資産合計 9,311,976 7,484,514

資産合計 13,537,280 11,714,206

負債の部

流動負債

買掛金 2,966,984 2,255,880

短期借入金 1,600,134 711,720

未払法人税等 37,358 407,232

賞与引当金 52,404 132,353

その他 1,165,216 855,798

流動負債合計 5,822,096 4,362,986

固定負債

長期借入金 1,877,583 1,484,196

役員退職慰労引当金 787,600 747,800

その他 272,076 280,197

固定負債合計 2,937,259 2,512,193

負債合計 8,759,355 6,875,179

EDINET提出書類

株式会社オーシャンシステム(E03524)

四半期報告書

11/25



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 801,710 801,710

資本剰余金 354,553 354,553

利益剰余金 3,722,594 3,680,976

自己株式 △69,569 －

株主資本合計 4,809,288 4,837,239

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △31,363 1,787

評価・換算差額等合計 △31,363 1,787

純資産合計 4,777,924 4,839,027

負債純資産合計 13,537,280 11,714,206
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 27,000,912

売上原価 19,853,617

売上総利益 7,147,294

販売費及び一般管理費 ※
 6,304,619

営業利益 842,674

営業外収益

受取利息 1,850

受取配当金 2,696

受取協賛金 19,815

その他 63,638

営業外収益合計 88,001

営業外費用

支払利息 28,606

支払補償費 12,494

その他 7,391

営業外費用合計 48,492

経常利益 882,183

特別利益

貸倒引当金戻入額 2,443

保険解約返戻金 84,669

特別利益合計 87,112

特別損失

固定資産除却損 190,094

減損損失 33,593

その他 41,707

特別損失合計 265,395

税金等調整前四半期純利益 703,901

法人税、住民税及び事業税 279,389

法人税等調整額 47,079

法人税等合計 326,468

四半期純利益 377,432
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 9,373,190

売上原価 6,801,037

売上総利益 2,572,152

販売費及び一般管理費 ※
 2,115,779

営業利益 456,373

営業外収益

受取利息 414

受取配当金 2,282

受取協賛金 6,532

その他 21,404

営業外収益合計 30,634

営業外費用

支払利息 11,979

その他 3,905

営業外費用合計 15,884

経常利益 471,123

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,173

保険解約返戻金 22,228

特別利益合計 25,402

特別損失

固定資産除却損 25,960

減損損失 33,593

その他 2,215

特別損失合計 61,769

税金等調整前四半期純利益 434,756

法人税、住民税及び事業税 154,663

法人税等調整額 30,548

法人税等合計 185,212

四半期純利益 249,543
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 703,901

減価償却費 253,574

減損損失 33,593

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 39,800

貸倒引当金の増減額（△は減少） 18,449

賞与引当金の増減額（△は減少） △79,949

受取利息及び受取配当金 △4,547

支払利息 28,606

保険返戻金 △84,669

固定資産除却損 174,423

たな卸資産評価損 33,722

賃貸借契約解約損 7,701

売上債権の増減額（△は増加） △2,248

たな卸資産の増減額（△は増加） △254,974

未収入金の増減額（△は増加） △62,401

その他の流動資産の増減額（△は増加） △351,715

仕入債務の増減額（△は減少） 711,103

未払消費税等の増減額（△は減少） 123

未払費用の増減額（△は減少） 103,264

その他の流動負債の増減額（△は減少） 84,877

その他 22,139

小計 1,374,774

利息及び配当金の受取額 4,403

利息の支払額 △30,049

法人税等の支払額 △640,048

営業活動によるキャッシュ・フロー 709,080

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △39,008

定期預金の払戻による収入 51,600

投資有価証券の取得による支出 △560,196

有形固定資産の取得による支出 △1,178,795

無形固定資産の取得による支出 △25,084

出資金の払込による支出 △1,350

敷金及び保証金の差入による支出 △610,271

敷金及び保証金の回収による収入 3,699

保険積立金の積立による支出 △11,168

保険積立金の解約による収入 137,762

保険解約による収入 84,669

その他投資売却による収入 3,669

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,144,472
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 770,000

リース債務の返済による支出 △752

長期借入れによる収入 1,100,000

長期借入金の返済による支出 △588,199

自己株式の取得による支出 △69,569

配当金の支払額 △332,934

財務活動によるキャッシュ・フロー 878,544

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △556,847

現金及び現金同等物の期首残高 1,646,765

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,089,917

EDINET提出書類

株式会社オーシャンシステム(E03524)

四半期報告書

16/25



【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日  至　平成20年12月31日)

会計方針の変更

１　たな卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を

第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益の低下による簿価切下げ

の方法）に変更しております。

　この変更により、従来と同一の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間の売上総利益、営業利益

および経常利益が619千円それぞれ減少し、税金等調整前四半期純利益が34,342千円減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響については、当該箇所に記載しております。
 

２　リース取引に関する会計基準等の適用

「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成５年６月17日　最終改正平成19年３月30日　企

業会計基準第13号）および「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会　平成６年１月

18日　最終改正平成19年３月30日　企業会計基準適用指針第16号）を第１四半期連結会計期間から早期適用し、

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常

の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上しております。

また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する方法に

よっております。

なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の

賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。

この変更により、従来と同一の方法によった場合に比べ、リース資産が有形固定資産に14,553千円計上され

ております。なお、これによる当第３四半期連結累計期間の損益およびセグメント情報に与える影響は軽微で

あります。

 

　

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額

3,225,077千円
 

※　有形固定資産の減価償却累計額

3,411,971千円
 

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

※　販売費及び一般管理費のうち主な費用および金額

は次のとおりであります。

貸倒引当金繰入額 20,551千円

給与手当 2,278,427千円

賞与引当金繰入額 46,272千円

退職給付費用 26,257千円

役員退職慰労引当金繰入額 48,400千円
 
 

　

第３四半期連結会計期間

　
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

※　販売費及び一般管理費のうち主な費用および金額

は次のとおりであります。

貸倒引当金繰入額 1,473千円

給与手当 761,576千円

賞与引当金繰入額 46,272千円

退職給付費用 8,839千円

役員退職慰労引当金繰入額 11,800千円

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
現金及び預金勘定 1,226,804千円
預入期間が３ヶ月を超える
定期預金 △136,886千円

現金及び現金同等物 1,089,917千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)および当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日

　至　平成20年12月31日)

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 10,833,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 133,754

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 216,660 20平成20年３月31日平成20年６月30日 利益剰余金

平成20年11月７日
取締役会

普通株式 119,154 11平成20年９月30日平成20年12月４日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の

賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残

高は前連結会計年度末に比べて著しい変動はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社オーシャンシステム(E03524)

四半期報告書

19/25



(有価証券関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

その他有価証券で時価のあるものが、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、

前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があります。

区分 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表

計上額
(千円)

差額
 (千円)

株式 581,302 528,652 △52,649

債券 ― ― ―

その他 　― 　― 　―

計 581,302 528,652 △52,649

　

(デリバティブ取引関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

小売事業
 (千円)

弁当給食
事業
(千円)

宅配事業
 (千円)

旅館事業
（千円）

その他　事
業

（千円）

計
 (千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

(1) 外部顧客に対する
売上高

6,027,7421,671,0661,511,618157,8864,8769,373,190－ 9,373,190

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

35,45856,4769,566 1,266 － 102,767(102,767)－

計 6,063,2001,727,5421,521,184159,1524,8769,475,957(102,767)9,373,190

営業利益 240,369121,438156,99212,031 909 531,741(75,368)456,373

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

小売事業
 (千円)

弁当給食
事業
(千円)

宅配事業
 (千円)

旅館事業
（千円）

その他　事
業

（千円）

計
 (千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

(1) 外部顧客に対する
売上高

17,307,7315,082,5474,190,477415,1704,98427,000,912－ 27,000,912

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

122,297209,4189,566 4,226 － 345,508(345,508)－

計 17,430,0295,291,9664,200,044419,3964,98427,346,421(345,508)27,000,912

営業利益又は営業損失(△) 426,013318,039334,63613,779△24,5411,067,927(225,252)842,674

　

(注) １　事業の区分は、商品・製品の種類・性質、販売方法の類似性を考慮して区分しております。

２　各区分に属する事業の内容

事業区分 事業内容

小売事業
食品スーパー「チャレンジャー」の運営、業務用食品販売「業務スーパー」の運

営ならびにサブＦＣ展開

弁当給食事業

「フレッシュランチ３９」等のブランドによる企業宅配弁当の製造販売、「こし

ひかり弁当」ブランドによる弁当製造販売、企業内食堂の運営受託、「フレッ

シュランチ３９」ブランドのＦＣ展開

宅配事業 「ヨシケイ」ブランドによる夕食材料セット等の宅配

旅館事業 旅館「海風亭　寺泊　日本海」の経営

その他事業 不動産の賃貸

３　会計方針の変更

（たな卸資産の評価に関する会計基準の適用）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」会計方針の変更１に記載のとおり、第

１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日

　企業会計基準第９号）を適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益の低下による簿価切下げの

方法）に変更しております。 

　この変更により、従来と同一の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間の営業利益が、「小売事

業」で619千円減少しております。

４　事業区分の変更

　第２四半期連結会計期間より、新たに「その他事業」をセグメント上に追加しております。

　この変更は、連結子会社（㈱サンキューオールジャパン）が不動産賃貸事業を開始したことに伴い、事業の

種類別セグメントに「その他事業」として区分いたしました。

　なお、「その他事業」は第２四半期連結会計期間より開始したため、「その他事業」以外の事業については

セグメント情報に与える影響はありません。
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【所在地別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)および当第３四半期連結累計

期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　本邦以外に連結子会社および支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

　当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)および当第３四半期連結累計

期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

446.57円 446.69円

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間末 

(平成20年12月31日)
前連結会計年度末 
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額（千円） 4,777,924 4,839,027

普通株式に係る純資産額(千円) 4,777,924 4,839,027

普通株式の発行済株式数(千株) 10,833 10,833

普通株式の自己株式数(千株) 133 ―　　　　

１株当たり純資産額の算定に用いられた普
通株式の数(千株)

10,699 10,833

　

２　１株当たり四半期純利益および潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 34.89円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ― 円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
　至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 377,432

普通株式に係る四半期純利益(千円) 377,432

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 10,818
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第３四半期連結会計期間

　
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 23.13円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ― 円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 249,543

普通株式に係る四半期純利益(千円) 249,543

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 10,790

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

　

２【その他】

　第31期（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）中間配当については、平成20年11月７日開催の

取締役会において、平成20年９月30日の最終の株主名簿および実質株主名簿に記載または記録された株

主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議し、配当を行っております。

① 配当金の総額 119,154千円

② １株当たりの金額 11円00銭

③ 支払請求権の効力発生日および支払開始日 平成20年12月４日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成２１年２月１２日

株式会社オーシャンシステム

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　湯浅　英雄　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　清水　栄一　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社オーシャンシステムの平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの連結会計年度の第３四半

期連結会計期間(平成２０年１０月１日から平成２０年１２月３１日まで)及び第３四半期連結累計期間(平

成２０年４月１日から平成２０年１２月３１日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借

対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。

この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーシャンシステム及び連結子会社

の平成２０年１２月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期

連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
※１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書

提出会社）が別途保管しております。

　２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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